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蘭学のまち“みぶ”

～文化活動を通してみぶまちから福祉の輪を広げよう～

民謡・民舞・邦楽・フラダンス・郷土芸能・
吟詠・日舞・剣詩舞・コーラス・太鼓・
オカリナ・吹奏楽　等

（28日）◆ステージ発表 （28・29日）◆作品展

《お問合せ先》　　城址公園ホール（壬生中央公民館）　　0282-82-0108

中ホール大ホール

屋 外

＜出演団体＞　町立保育園、メリーランド保育園
壬生寺保育園、南犬飼中、壬生高、みぶ吹奏楽団
睦地区・安塚地区コミュニティ、文化協会　他

※29日は壬生町歌謡会のカラオケ発表会があります。

模擬店・バザー、神輿・ソーラー屋台、囲碁対局、カブトムシ幼虫販売　他
子どもイベント（ゲーム、食育カルタ、レクリエーション　他)）

（28日）◆模擬店、ステージ、こどもイベント等

写真・美術（絵画、版画など）・書道・盆栽
華道・ふくべ細工・着物リフォーム・編物　等

＜出展団体＞　町内小中学校、壬生高、古布の会
睦コミュニティ(遊学塾)、公民館利用団体、文化協会
他

日　時：

会　場：

５月28日（土）・29日（日）午前9時から午後3時
城址公園ホール（壬生中央公民館）

主　催：壬生町文化協会　共　催：壬生町　壬生町教育委員会
後　援：壬生町商工会　壬生町社会福祉協議会　壬生町幼稚園連合会　壬生ロータリークラブ　壬生ライオンズクラブ
（予定）　壬生町自治会連合会　壬生町女性団体連絡協議会　壬生町ＰＴＡ連合会　壬生町子ども会育成会連絡協議会
　  睦地区コミュニティ推進協議会　安塚地区コミュニティ推進協議会　壬生町地域活性化２１

防災コーナー
・起震車、煙道体験

※なお、主催者の都合により、イベント内容が一部変更または中止となる場合がございますので、予めご了承ください。

ロビー （28日）
◆お茶席

入場無料入場無料入場無料

第6回チャリティー交流会!!

10：00～15：00
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平成28年度　壬生町国民健康保険

　平成28年度分の人間ドック・脳ドック検診助成をご希望の方は、下記のとおり申請を
お願いいたします。
・助成は人間ドックか脳ドックのいずれか一方のみとなります。
・平成27年度に脳ドック検診助成を受けられた方は、平成28年度の脳ドック検診費用の
　助成を受けることはできませんのでご了承ください。
・昨年度とは申請方法・医療機関への予約方法に変更がありますのでご注意ください。

壬生町民生部住民課国保年金係 　　８１ー１８３２

人間ドック

脳ドック

１泊２日

日帰り

30,000円
20,000円
20,000円

お問合せ先

「壬生町国民健康保険ドック助成金交付申請
書」に記入・押印のうえ、下記の受付場所に
提出いただくか、郵送にて壬生町役場住民課
国保年金係（〒321ー0292 壬生町通町12ー22）
までお送りください。
※申請書は下記受付場所にご用意いたします。
　また、町ホームページからもダウンロード
　できます。

役場住民課国保年金係、南犬飼出張所、稲葉
出張所

５月９日（月）～５月20日（金）（郵送の場合は
必着）

人間ドック（１泊２日）　　７０人
人間ドック（日帰り）　　１６０人
脳ドック　　　　　　　　　９０人
※定員を超えた場合は、抽選となります（先
　着順ではありません）。

検診日に以下のすべての項目に該当される方
①壬生町国民健康保険に加入している被保険者
②年齢３５歳以上７５歳未満の方
③壬生町国民健康保険税の未納がない世帯に
　属する方

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○受付期間外の申請はできません。
○申込者が定員を超え抽選となった場合は、助成対象者の条件を満たしていても助成の対象外
　となる場合がありますのでご了承ください。
○以下の場合は助成を受けることができません。
　・対象医療機関以外で受診された場合
　・検診日において「助成対象者」の条件を満たしていない場合
○平成28年度特定健診を受診される方は人間ドック・脳ドック検診助成の対象外となります。
　なお、人間ドック・脳ドック検診を受診される方は、特定健診を受診される必要はありません。
　（ドック検診に特定検診の項目が含まれています。）

※注意事項

申請方法

受付場所

受付期間

定　　員

助成対象者

～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～

助成対象者の条件を満たすと判断された方に「助
成金支給決定通知書」と「検診券」をお送り
しますので、対象医療機関のうちからお選び
の上、希望の日時を医療機関に直接ご予約く
ださい。受診の際には、「検診券」と「国民
健康保険被保険者証」を必ずお持ちください。

平成２９年３月３１日まで（予定）

人間ドック（１泊２日）：獨協医科大学病院
人間ドック（日帰り）：自治医科大学健診センター、石橋総
　合病院、小金井中央病院、福井セントラルクリニック、栃
　木県保健衛生事業団、宇都宮記念病院総合健診センター、
　関湊記念会クリニック、済生会宇都宮病院
脳ドック：獨協医科大学病院、宇都宮セントラルクリニック、
　鷲谷病院

対象医療機関（予定）

助成金額

受付後の流れ

受診期限

～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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●性・年齢階級別食塩摂取量
　対象者全体の食塩摂取量の平均値は10.7g/日
であった。男女とも、『健康日本21（第２次）』
の目標である8.0g／日を大きく上回っている。
なお、WHOが個々人の摂取量の上限として推
奨している値（5g／日以下）の２倍以上の食
塩を摂取している住民が半数以上存在するこ
とを示唆している。その中では、男性は、女
性に比べて食塩摂取量が高く、また、男女と
も若年者ほど食塩摂取量が高い傾向であった。

　『とちぎ健康21プラン』によれば、平成22
年における壬生町の市町健康寿命（介護認定
状況を基に算出された健康寿命）は、男性
77.92歳、女性81.25歳であり、女性の健康寿
命は県内で最下位となっています。また、厚
生労働省の『平成22年市区町村別生命表の概況』
によれば、平均寿命についても、全国が男性
79.6歳、女性86.4歳であったのに比べ、壬生
町では男性79.3歳、女性84.5歳と短くなって
います。

健康長寿のまちづくり
推進協議会事業報告

　右上のグラフからもわかるように、壬生町において平均寿命および健康寿命を延伸する
ためには、脳卒中対策が重要と考えられます。脳卒中の主な危険因子として、高血圧、喫煙、
脂質異常症が挙げられており、『健康日本21（第二次）』においては、特に収縮期血圧の
平均値を４mmHg低下させることを目標として、食塩摂取量の低下（食塩摂取量の平均値
を10.6 g/日から8.0 g/日へと 2.6 g/日減らす）などを目標に掲げています。そこで、平
成27年度の特定健康診査および女性のがん検診を受診した者の中から約1,000人を対象に
食塩摂取量の推定と食生活アンケートを実施しました。

研究でわかったこと……

≪獨協医科大学との共同研究事業≫

　当町の健康寿命は全国的にも低い状況にあり、介護保険事業費や医療費の増大が危惧
されるところです。当町の健康課題を探り、その問題解決にむけた活動を展開することで、
町民一人ひとりが自分の生活習慣を見直し病気の予防について実践し健康で自立した生
活が送れるようになります。健康大学修了者のグループや保健委員会、食生活改善推進
員等の地区組織を育成、支援し、それらの組織と協働した健康づくり活動を行っています。
　平成27年度は以下の事業を実施しました。

性・年齢階級別の食塩摂取量推定値の平均値

40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

男性 女性

11.9
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平成22～23年における壬生町の主要死因別標準化死亡比
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○健康大学の修了生が「在宅医療講演会」
「ラジオ体操の啓発推進活動」を実施しま
した

塩分の取りすぎ…… 原因はこれかも！

●血圧との関係
　収縮期血圧を従属変数とし、性、年齢、降圧薬の服用、BMIを調整した食塩摂取量を独
立変数とした重回帰分析の結果、食塩摂取量の回帰係数±標準誤差は0.6 ±0.2 g/日であった。
このことは、壬生町の一般住民において、食塩摂取量が1 g/日多い人は、収縮期血圧が平
均的に0.6 mmHg程度高いことを示唆している。

○食生活改善推進員による味噌汁の塩分測定

○共同研究事業講演会
　「いい塩梅で医者いらず」
獨協医科大学医学部公衆衛生講座准教授
講師：西連地　利己先生

●汁物の摂取頻度
　汁物の摂取頻度が多い人ほど、統計学的にも有意に食塩摂取量が高かった
●麺類の汁飲み
　麺類の汁を飲む人ほど、統計学的にも有意に食塩摂取量が多かった
●ふりかけ
　ご飯を食べるときにふりかけ等を食べる頻度が多い人ほど、統計学的にも有意に食塩摂取量が
高かった
●ナトリウム入り出汁の使用
　自宅で汁物を作るときに、ナトリウム（食塩）添加した出汁を使っている人は、ナトリウム　
無添加の出汁を使っている人に比べて、統計学的にも有意に食塩摂取量が高かった

健康リーダー育成事業

だ  し
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　平成28年度の壬生町一般会計予算は、12,140,000千円で、前年度と比較すると5.75%の増
額となっております。壬生町創生総合戦略「すくすく安心の子育て支援」に位置づけられてい
るこども関連施策等の増加により、過去３番目の予算規模となりました。

　主な要因といたしましては、認定こども園施設整備事業（民間幼稚園３園の施設整備）及び
放課後児童クラブ施設整備事業（公立・民間　各１箇所）の新規計上、子どものための教育・
保育給付事業の拡大、老人保健福祉施設整備事業、国民健康保険特別会計繰出金など社会保障
関係経費が大きく増額となっております。また、みぶ羽生田産業団地進出企業他への産業振興
奨励金も大幅な増額となっております。

　歳入では、町税にて増額を見込んでおります。個人町民税は所得の大部分を占める給与所得
の伸び等から増額になるほか、法人町民税は近年の景気動向を踏まえて増額となると推計され
ます。また、固定資産税において、みぶ羽生田産業団地の土地新規賦課や太陽光設備設置等に
よる償却資産の増を見込み計上しました。臨時財政対策債については、町債残高が増加傾向に
ある事も考慮し、昨年比１億円減（４億円⇒３億円）にて借入額を抑制し、不足する財源につ
いては、財政調整基金等の取崩しで対応しております。

　以下、款別の予算額や主な重点事業及び新規施策等については、次頁にてご紹介させていた
だきます

一般会計の概要説明

12 ,140 ,000千円千円12,140 ,000千円千円12,140 ,000千円
平成平成2828年度壬生町一般会計当初予算年度壬生町一般会計当初予算平成28年度壬生町一般会計当初予算

壬生町長の小菅一弥です。平成28
年度当初予算を発表させていただき
ます。平成28年度当初予算は、「す
くすく安心の子育て支援」のスロー
ガンのもとに子ども関連施策を充実
させた内容となっております。

～　子育て・健康・壬力アップの施策が満載
　　心から幸せを実感できるみぶの創生を目指して　～

予算
規模



歳出合計

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

町 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
町 債

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

奨 学 資 金 特 別 会 計

介護保険事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

4,818,854
140,000
8,000
25,000
10,000
633,600
33,000
20,000
20,000

1,780,000
5,000

198,267
285,687
1,437,202
1,041,251
94,704
80,003
419,235
300,000
269,997
520,200

12,140,000

39.7 
1.1 
0.1 
0.2 
0.1 
5.2 
0.3 
0.2 
0.2 
14.7 
0.0 
1.6 
2.3 
11.8 
8.6 
0.8 
0.7 
3.4 
2.5 
2.2 
4.3 

100.0 

103.0
103.7
100.0
166.7
100.0
154.5
100.0
100.0
100.0
96.7
100.0
96.1
86.6
106.2
117.3
256.6
158.4
167.9
100.0
96.5
85.2
105.7

139,042
5,000

0
10,000

0
223,600

0
0
0

△ 60,000
0

△ 7,960
△ 44,249
84,096
153,826
57,793
29,500
169,500

0
△ 9,648
△ 90,500
660,000

本　年　度

構成比（%）予算額
款

一般会計一般会計 款別集計表款別集計表一般会計一般会計 款別集計表款別集計表一般会計 款別集計表

対前年度
比（％）

対前年度
増減

（単位：千円）（単位：千円） 歳　出歳　入

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

133,979

1,254,615

4,710,708

976,766

79

467,395

450,977

1,519,439

579,874

1,243,074

6

783,085

3

20,000

12,140,000

1.1 

10.3 

38.8 

8.0 

0.0 

3.9 

3.7 

12.5 

4.8 

10.2 

0.0 

6.5 

0.0 

0.2 

100.0 

91.6

101.6

110.8

102.6

97.5

103.5

119.3

98.4

107.6

106.0

120.0

99.0

100.0

100.0

105.7

△ 12,306

19,792

459,404

24,670

△ 2

15,857

72,931

△ 24,046

40,833

70,802

1

△ 7,936

0

0

660,000

本　年　度

構成比（%）予算額
款 対前年

度比（％）
対前年度
増減

予　　算　　額 水道事業会計

【企業会計】【特別会計】

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出

資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

6億2,965万5千円
5億3,859万6千円

6,930万円
4億5,242万円

99.0%
103.7%

49.3%
89.8%

予　　算　　額 対前年度比対前年度比

54億4,274万円

13億8,738万7千円

210万1千円

28億234万4千円

8億649万1千円

3億6,895万5千円

101.9%

81.6%

123.5%

99.8%

114.5%

108.0%

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年
度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、減債積立金
取り崩し額及び当年度分損益勘定留保資金等で補てんい
たします。

＊

歳入合計

【その他 2.6％】
財産収入
寄附金
ゴルフ場利用税交付金
配当割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金 
株式等譲渡所得割交付金
利子割交付金 
交通安全対策特別交付金

121億4千万円 121億4千万円

7

合　　　　　計合　　　　　計

会　　計　　名

歳 入 歳 出
町税
39.7％

地方交付税　 14.7％

【その他 0.2％】
予備費
労働費
災害復旧費
諸支出金

地方譲与税     1.1％
分担金及び負担金 1.6％
諸収入　　　 2.2％
使用料及び手数料 2.3％
繰越金　　　 2.5％
繰入金　　　 2.5％
町債　   4.3％
地方消費税交付金
　　　　5.2％

県支出金　8.6％

国庫支出金　 11.8％

民生費民生費
33.933.9％

民生費
38.8％

土木費　　12.5％
総務費　　10.3％教育費　　10.2％

農林水産業費　3.9％
消防費　 　 4.8％

公債費　  6.5％

商工費　　　3.7％
議会費　 　 1.1％

衛生費  　8.0％

歳 入 歳 出



みんなでつくる　住み続けたいまち基本姿勢１ 

みんなが安全で安心して暮らせるまち基本姿勢２

●いきいきふれあい応援事業の継続実施（自治会活動支援）　　

　　８，６９０千円

　・住民が主役の地域づくりを行う自治会活動支援を継続実施

　　『健康づくりに関する活動』区分を新たに設定し健康増進を

　　図る　

●自治公民館建設補助事業　　　　　　　　　　６，０００千円

　・自治会の建設する公民館に対して補助

　　　　　　　　　　　　　　　３，０００千円×２団体

●平和行政推進事業　　　　　　　　　　　　　　　６４５千円

　・壬生町中学生広島平和派遣団補助金　　　６４０千円

●証明書コンビニ交付導入【新規】　　　　　　６，０３５千円

　・システム導入事業　　　　　　　　　４，７２１千円

　・証明書コンビニ交付事業　　　　　　１，３１４千円

●公共施設等総合管理計画策定事業　　　　　１３，２９５千円

　・公共施設等の全体を把握し、長期的な視点をもって更新・統

　　廃合・長寿命化などを計画的に行い、公共施設の最適な配置 

　　を実現する。

●ふるさと応援寄附金推進事業【拡大】　　　２８，００４千円

　　ふるさと応援寄附の推進により、自主財源の確保を進めると

　　ともに、壬生町の魅力を町外の方に発信する。

●災害対策事業　　　　　　　　　　　　　　　２，６６８千円

　・防災士養成講座の開催《新規》　　　１，１９９千円

　　地域防災の核となる防災士を各自治会に一名ずつ養成

●消防団運営事業　　　　　　　　　　　　　１２，２９３千円

　・新基準活動服等購入　　　　　　　　５，７５４千円

●防犯灯維持管理事業　　　　　　　　　　　１２，０４０千円

　・自治会管理の防犯灯の町移管及び全灯LED化（賃貸借）【新規】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，８０１千円

　　（債務負担行為　H28～３８年度　７２，０４０千円）

●交通安全施設整備事業　　　　　　　　　　　４，５２６千円

　・藤井地区歩道区画線整備工事《新規》２，０７４千円

みんなで支え合い　健康で元気に暮らせるまち基本姿勢３
●健康長寿のまちづくり推進事業　　　　　　　１，００８千円

　・かんぽ生命巡回ラジオ体操開催経費《新規》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６０８千円

　　８月２９日　ＮＨＫのラジオ放送で全国中継

　・みぶまち・獨協健康大学分担金　　　　　１００千円

　・健康長寿のまちづくり推進協議会　　　　３００千円

●高齢者地域見守り支援事業　　　　　　　　　４，００４千円

　・地域による高齢者見守り体制の構築

●老人保健福祉施設整備事業　　　　　　　１１１，６６６千円

　・認知症高齢者グループホーム施設整備（２施設：１８床）

　・小規模多機能型居宅介護拠点施設整備（１施設：　９床）

●こども医療費助成事業　　　　　　　　　１６８，３４５千円

　・窓口払いを必要としない現物給付対象を中学３年生まで実施

　　子育て環境の充実のため、保護者の負担軽減を図る

●子育て応援クーポン配布事業【新規】　　　　３，１１４千円

　・出生時に、赤ちゃん用品の購入、一時預かりの費用及び予防

　　接種等に使用できるクーポン券（１０千円）を配布し経済的

　　に支援

●赤ちゃんの駅設置事業【新規】　　　　　　　　　４４４千円

　・授乳やおむつ替えのため立ち寄ることができる施設を「赤ち

　　ゃんの駅」として登録し、その周知に努めることで子育て家

　　庭の外出を支援

●子育て支援センター管理運営事業【拡大】　　　　２８１千円

　・平成28年度より土曜日開設を実施　

●子どものための教育・保育給付事業　　　６２５，６２７千円

　・民間保育園及び認定こども園に対する給付事業を実施

●認定こども園施設整備事業【新規】　　　２０１，１３２千円

　・おもちゃのまち幼稚園、やすづか幼稚園、国谷幼稚園に対し、

　　認定こども園整備に対する補助金を交付し、待機児童解消を

　　図る

●母子健康教室相談等事業【拡大】　　　　　　２，６５１千円

　・発達障害児等への支援体制の充実を図るため臨床心理士・作

　　業療法士・言語聴覚士などを配置

　・母乳育児相談の回数を増

●放課後児童クラブ施設整備事業【新規】　　４５，３８２千円

　・ひいらぎ児童クラブ（安塚小学校内）の整備

　・第２メリーランド児童クラブ整備に関する補助

●子育て短期支援事業【新規】　　　　　　　　　　１６２千円

　・保護者の疾病により家庭において養育を受ける事が困難な児

　　童について、施設等に入所させ、必要な保護を行う　

8

平成28年度　主要な施策の概要
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みんなが自然に囲まれ　心豊かに暮らせるまち基本姿勢５

みんなで学び・楽しみ　心が触れ合うまち基本姿勢６

●住宅用太陽光発電システム設置補助事業　　　６，０００千円
●公園維持管理事業　　　　　　　　　　　１０８，７９８千円
　・総合公園、東雲公園、聖地公園、城址公園の維持管理
●小中規模公園維持管理事業　　　　　　　　１８，８７４千円
　・自治会による公園維持管理業務　　　１，２７５千円

●犬及び猫不妊手術費補助事業【新規】　　　　　　６００千円
　・犬及び猫の雌について不妊手術費用を補助し、捨て犬・捨て
　　猫等の増加を防止する

●図書館管理運営事業　　　　　　　　　　　３６，３３３千円
　・指定管理者による管理　　　　　　３３，０１０千円
　　（平成２７～３１年度：５か年間）
●中央公民館改修等工事　　　　　　　　　　９１，６９３千円
　・大ホール舞台照明機構設備改修工事　８５，５２５千円
　　（債務負担行為　H28～29年度　１５５，８７７千円）
●音楽鑑賞会等公演事業【新規】　　　　　　１４，１４４千円
　・音楽鑑賞会委託料（３公演）　　　１０，６６０千円
●埋蔵文化財発掘調査事業　　　　　　　　　　３，０６８千円
　・国指定古墳を生かしたまちづくりを推進するための古墳群調
　　査
●教育研究所運営事業　　　　　　　　　　　　　　２３４千円
　・教育研究会講師謝金《新規》　　　　　　　４６千円
　・英語教材作成支援システム導入《新規》　１５２千円
●小・中学校学力向上支援の継続実施　　　　７９，３６２千円
　・学力向上等のための講師を継続配置
　　学力向上支援員：24名、ﾌﾙﾀｲﾑﾃｨｰﾁｬｰ：５名、教員助手等

●小学校校舎リース事業【新規】　　　　　　　１，７２８千円
　・児童数急増に対応するため、３教室分の校舎を賃貸借
　　（債務負担行為　H28～３３年度　１０３，６８０千円）
●ゆうがおスポーツクラブの支援（総合型地域スポーツクラブ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４，２４０千円
●栃木県郡市町対抗駅伝競走大会出場への支援　１，１００千円
　・壬生町駅伝チームの支援　　　　　　　　８５０千円
　・小学生駅伝競走大会出場補助金　　　　　２５０千円
●スクールランチサポート事業の継続実施　　１７，２６０千円
　・学校給食費の助成　児童生徒一人につき月額５００円を助成
●中学生海外派遣の継続実施　　　　　　　　１０，０６７千円
　・第１９回中学生海外派遣事業補助金（中学生２０名派遣）
●中学生及び青少年地域活動参画推進事業の継続実施　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１０千円
　・中学生以降の青少年も含め、地域へのボランティア活動に
　　参画しやすい環境を整備

みんなが集まる　にぎわいのあるまち基本姿勢７
●ブランド推進事業　　　　　　　　　　　　　　　５００千円
　・みぶブランドの認定
●商工業振興補助事業の実施　　　　　　　　２３，８５８千円
　・商工業振興補助金　　　　　　　　２３，８５８千円
●産業振興奨励事業の実施　　　　　　　　１２２，０２０千円
　・みぶ羽生田産業団地進出企業への用地取得奨励金等
●商工総務事務費　　　　　　　　　　　　　　６，２６４千円
　・産業基盤整備基礎調査業務委託《新規》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５，９９４千円
●産業交流活性化事業【新規】　　　　　　　　　　４００千円
　・ビジネスセミナー、企業交流会の開催
●下稲葉地区圃場整備推進事業　　　　　　　１４，０９０千円
　・国有地等編入事務業務委託　　　　　２，５２８千円

　・非農用地利用基本計画作成等業務委託
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２，９７０千円
　・県営農業農村整備事業調査計画負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８，５００千円
●新規就農者支援事業　　　　　　　　　　　１０，２６５千円
　・アグリサポート事業補助《新規》　　２，０００千円
●農業後継者婚活イベント実施事業【新規】　　　　１００千円
　・農業従事者及び後継者の婚姻適齢青年等と婚姻を希望する
　　女性との出会いの場を創設
●みぶハイウェーパーク維持管理事業　　　　２９，１０８千円
　・みぶハイウェーパーク機能充実、集客アップ基本計画策定
　　業務委託　　　　　　　　　　　　　１，９８８千円

みんなが快適で　便利に暮らせるまち基本姿勢４
●六美町北部地区土地区画整理事業　　　　　３７，３５２千円
 　 ・六美町北部土地区画整理事業支援等業務委託　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　３７，１６３千円
●幹線道路の整備推進　　　　　　　　　　１６６，５５０千円
　・幹線道路の整備により安全で円滑な交通の確保を図る。
　　　二級町道５３号　　　　　　　　５８，５５０千円
　　　　⇒壬生高校周辺の道路及び歩道の整備
　　　町道２－１６６号　　　　　　　６７，０００千円
　　　　⇒獨協医科大学北側の道路及び歩道の整備
　　　町道２－２７９号　　　　　　　４１，０００千円
　　　　⇒バンダイミュージアム周辺の道路整備

●六美地区雨水排水対策事業の整備推進　　１８３，５５０千円
　・六美地区の雨水排水対策施設を整備
●生活道路等の整備推進　　　　　　　　　１０６，３８０千円
　・町単独道路整備：町道2-306号線（おもちゃのまち）他
●町道保全事業　　　　　　　　　　　　　　３６，４００千円
　・国庫補助金を導入し、幹線道路の老朽化対策及び交通安全
　　施設を整備する
●デマンドタクシー“みぶまる”運営事業　　　９，１１５千円
　・デマンドタクシー“みぶまる”運行業務委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５，４８５千円
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■開館時間の拡大

　８月は休まず開館し、開館時間を30分延長し
　17：00までとなりました。

■シルバー年間パスポートの発売
　65歳以上の方には、大人年間パスポート3,000
　円を2,500円に割引します。※保険証や免許証
　など年齢が確認できるものが必要です。

■「敬老の日」の入館無料
　9月第3月曜日の「敬老の日」は、65歳以上の方
の入館料が無料となります。（保険証や免許証など
年齢が確認できるものが必要です）

■「鉄道模型の部屋」の運転体験の利用料金値
　下げ
　多くのお客様に気軽に楽しんでいただくため、従
来の利用料金を大幅値下げします。

■ギフト用年間パスポートの発売
　大人気の博物館の年間券を、ギフト用に販売します。
大切な方へのお誕生日プレゼント
などにご利用ください。

平成28年４月１日

　壬生町おもちゃ博物館は、平成28年４月１日からさらに利

用しやすく魅力的な博物館に変わりました！

　４月１日から変更になったものの一部を紹介します。

＊今までお持ちの年間券は、有効期限まで
　そのままお使いいただくことができますので、
　来館する際は忘れずにお持ちください。

■母子手帳交付の方へ優待券贈呈
　壬生町の母子手帳の交付を受けた方へ優待券を贈
呈し、プレママへのPRに努めます。

■町内保育園・幼稚園児へ招待券贈呈
　年1回、町内保育園・幼稚園児へ招待状を贈呈し、
町内の子ども達に博物館での楽しい
思い出を作ってもらいます。

■迷子シールの配布
　お子様が迷子になっても保護者の方とすぐに会え
るよう、迷子シールを用意します。

■赤ちゃんへのサービス
　ミルク用のお湯の提供や、離乳食の温めサービス
などを積極的に実施します。

■「スポット展示コーナー」の設置
　おもちゃの魅力を広く知っていただくため、収蔵
品を活用し、定期的にテーマを絞った
展示を開催します。

■「おも博通信」の発行
　年数回発行し、イベント案内などを広く発信します。

　これからも来館者の皆様が何度でも訪れたくなる
楽しい博物館を目指してまいります。
　新しい魅力がいっぱいの壬生町おもちゃ博物館に、
ぜひ遊びにいらしてください！

問合せ先
壬生町おもちゃ博物館
　0282ー86ー7111
〒321ー0211　壬生町国谷2300

400円 → 200円

300円 → 200円

200円 → 100円

200円 → 100円

旧30分 → 新20分

800円 → 400円

500円 → 400円

400円 → 200円

300円 → 200円

コース使用料

車両１編成

コース使用料

車両１編成

HO
ゲージ

旧50分 → 新50分種別（消費税込）区分

N
ゲージ
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壬生町公式動画を紹介します。

YouTubeで壬生町の情報を発信しています！
https://www.youtube.com/user/mibutown　

「壬生町公式動画コーナー」
http://www.town.mibu.tochigi.jp/docs/2015012600023/　

壬生町の情報を動画で配信していますしています

　みぶの日フェアで、お笑い芸人の上原チョーさんがトゥー

トゥー体操～壬生町Ver.を披露してくれました！

　国谷幼稚園の園児と一緒です。子どもたちが可愛いです。

　３月５日に「一般社団法人　栃木青年会議所」主催による「安
心してください！地域のこども救命体験会」が栃木市国府公民
館で開催され、123名の参加がありました。
　第１部の体験会では、栃木市及び壬生町のＰＴＡ役員と児童
が参加し、栃木市消防署職員が、「救命救急」や「火災対応」
について実演がありました。
　子どもたちは、骨折のときに傘や雑誌を添え木にしたり、包
帯代わりにレジ袋を使ったりすることを体験しました。また、
ＡＥＤの使用方法や消火器の使用方法等の説明などがありました。
　第２部の贈呈式では、栃木青年会議所から栃木市教育委員会
及び壬生町教育委員会、各ＰＴＡに「栃木ＪＣこども安全旗」
の寄贈がありました。安全旗は、スクールガードリーダー等の
活動に活用させていただきます。

その他にも壬生町に住んでよかったなあと思える動画を配信しています。是非ご覧になってください。

壬生町公式動画チャンネル 壬生町公式WEBの
動画コーナーでも見られます。

「上原チョーのトゥートゥー体操～壬生町Ver．」
2016年３月公開

栃木青年会議所が救命体験会を開催しました

壬生町の情報を動画で配信しています

　「子育てがしやすい町　みぶ」をＰＲ。
　オープニングでドローンを使用し、空からおもちゃ博物館
を撮影。また、児童館、子育て支援センターの事業の様子を
紹介しています。３月から開設された「壬生町子育て応援サ
イトみらいくる」に合わせて作成しました。

「みらいくる～壬生町子育て応援動画」
2016年２月公開

「男女共同参画社会を詠む」と題して、川柳・短歌等を募集
しご応募いただきました作品のうち、壬生町男女共同参画推
進委員会で作品を選考し、宇都宮メディア・アーツ専門学校
のご協力のもと「男女共同参画社会推進川柳ビデオ」を作成
しました。

「壬生町男女共同参画社会推進川柳」
2016年２月公開

栃木青年会議所から寄贈された「栃木ＪＣこども安全旗」

※栃木青年会議所は、栃木市及び壬生町在住の20歳
　から40歳までの青年経済人の組織する団体です。

上原チョーのトゥトゥー体操
～壬生町Ver.

みらいくる
～壬生町子育て応援動画

壬生町子男女共同参画社会推進川柳

○C TOMYTEC
イラスト：みぶなつき
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中学生および青少年による地域活動の推進

ふ.る. る Mibu
今年度も中学生と青少年による地域活動にご支援とご協力をお願いします

れあいふ すまいる あふれる

みぶっ子ドキドキサマーキャンプみぶっ子ドキドキサマーキャンプ

（対象（対象：中学生、中学生、昨年参加した高校生）昨年参加した高校生）
H28.8.5H28.8.5（金）（金）～8.78.7日（日）（日）
嘉陽が丘ふれあい広場嘉陽が丘ふれあい広場

第６回チャリティ
ー交流会

第６回チャリティ
ー交流会

（対象：中学生）（対象：中学生）

H28.5.28H28.5.28（土）（土）
城址公園ホール城址公園ホール

ハートふハートふ.る.る３る３daysdays（対象：中学生、高校生）
（対象：中学生、高校生）

8月上旬の月上旬の3日間日間保健福祉センター保健福祉センター

生涯学習館委託事業生涯学習館委託事業
「ポケット」夏まつり「ポケット」夏まつり
（対象：中学生）（対象：中学生）

H28.8.26H28.8.26（金）（金）
生涯学習館生涯学習館

ふるさとまつ
り翌朝清掃

ふるさとまつ
り翌朝清掃

（対象：中学
生、高校生）

（対象：中学
生、高校生）

H28.8.21H28.8.21（日
）（日）またはまたは2828（日

）（日）

壬生総合公
園陸上競技

場
壬生総合公

園陸上競技
場

わんぱく公
園

わんぱく公
園

みぶ吹奏楽団定期演奏会みぶ吹奏楽団定期演奏会
（対象：中学生、高校生）（対象：中学生、高校生）

H28.9.3H28.9.3（土）（土）
城址公園ホール城址公園ホール

ゆうがおマラソン大会ゆうがおマラソン大会
（対象：中学生、高校生）（対象：中学生、高校生）

H28.12.4H28.12.4（日）（日）
総合公園陸上競技場総合公園陸上競技場

2カ所の給水所カ所の給水所
※高校生はスポーツ振興課から協力依頼があります※高校生はスポーツ振興課から協力依頼があります

壬生町健康ふくしまつり壬生町健康ふくしまつり
（対象：中学生、高校生）（対象：中学生、高校生）

H28.10.16H28.10.16（日）（日）
保健福祉センター保健福祉センター

みぶっ子カルタとり大会みぶっ子カルタとり大会
（対象：中学生、高校生）（対象：中学生、高校生）

H29.2.4H29.2.4（土）（土）
城址公園ホール城址公園ホール

壬生町成人式壬生町成人式（対象：中学生）（対象：中学生）

H29.1.8H29.1.8（日）（日）城址公園ホール城址公園ホール

郡市町対抗駅伝応援
郡市町対抗駅伝応援（対象：中学生、高校生）
（対象：中学生、高校生）

H29.1.29H29.1.29（日）（日）壬生町体育館付近壬生町体育館付近

ふ.る.るCafeCafe（交流会）（交流会）（対象：中学生、高校生）（対象：中学生、高校生）

３月開催予定３月開催予定
生涯学習館生涯学習館

年度はじめの予定ですので、今後変更や追加があるかも
知れません。予めご了承ください。

壬生町教育委員会ホームページでも中学生・青少年による地域活動の情報を発信しています

みぶっ子ドキドキサマーキャンプ第６回チャリティ
ー交流会

（対象：中学生）
ハートふ.る.る３days（対象：中学生、高校生）

（対象：中学生、昨年参加した高校生）
H28.8.5（金）～8.7日（日）
嘉陽が丘ふれあい広場

H28.5.28（土）
城址公園ホール

8月上旬の3日間保健福祉センター

生涯学習館委託事業
「ポケット」夏まつり
（対象：中学生）

H28.8.26（金）
生涯学習館

ふるさとまつ
り翌朝清掃

（対象：中学
生、高校生）

H28.8.21（日
）または28（

日）

壬生総合公
園陸上競技

場

わんぱく公
園

みぶ吹奏楽団定期演奏会
（対象：中学生、高校生）

H28.9.3（土）
城址公園ホール

ゆうがおマラソン大会
（対象：中学生、高校生）

H28.12.4（日）
総合公園陸上競技場

2カ所の給水所
※高校生はスポーツ振興課から協力依頼があります

壬生町健康ふくしまつり
（対象：中学生、高校生）

H28.10.16（日）
保健福祉センター

みぶっ子カルタとり大会
（対象：中学生、高校生）

H29.2.4（土）
城址公園ホール

壬生町成人式（対象：中学生）

H29.1.8（日）城址公園ホール

郡市町対抗駅伝応援（対象：中学生、高校生）

H29.1.29（日）壬生町体育館付近

ふ.る.るCafe（交流会）（対象：中学生、高校生）

３月開催予定
生涯学習館

壬生町教育委員会生涯学習課 検索
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「もっと誰かのために役立ちたい」
「もっと計画や準備の段階から地域活動に取り組ん
でみたい」
「もっと自分のアイディアを地域活動で活かしてみたい」
　　　　　　　　　　　　　　　　　という人のために！

　地域活動に関心のある中学生と青少年が会員とし
て登録し、メンバー相互の交流をはかりながら、壬
生町の人と人とをつなぐ架け橋となるような活動に
取り組むボランティアクラブを結成する予定です。
近日中に募集案内チラシを配付しますので、興味・
関心のある方はぜひ登録して、人のため、壬生町の
ために活動してみませんか？

クラブ版 ふ.る.るMibu
（仮称：ふ.る.るMibu JLC）を発足します　表面に紹介してあります町及び教育委員会

主催行事は、学校（壬生中、南犬飼中、壬生高）
を経由して案内のチラシが配付されます（中
学生のみの募集もありますのでご了承くださ
い）。参加希望の活動がありましたら、中学
生は各学校に設置してある応募箱に、高校生
は直接生涯学習課へお申込みください。

※壬生高以外の青少年のみなさんには、前年
　度参加している活動であれば直接郵送で、
　その他のみなさんには、ホームページで情
　報を提供していきます。
　自治会や育成会、その他地域団体での活動
への参加は、それぞれの主催者に直接お問い
合わせください。

地域活動に参加するには？

　３月19日（土）、生涯学習館において、「地域活動に励んだ中学生と高校生の交流会　ふ.る.るCafe」を
開催しました。当日は、中高生と社会教育委員あわせて18名が参加して、活動の様子をまとめたスライド
を視聴して１年間をふりかえったり、イニシアティブゲームをしたりして、楽しく過ごしました。

地域活動に励んだ中学生と高校生の交流会
ふ.る.るCafeを開催しました

中学生・青少年による地域活動にご理解とご協力をお願いします

ふ.る.るCafeに下都賀教育事務所ふれあい学習課和久社会教育主事もご参加くださいました。ありがとうございました。

保護者の皆様、地域の皆様へ

「中学生・青少年＝次代の担い手」という視点
　中学生・青少年を、「お手伝いしてくれる人」
という視点ではなく、「将来、ともに手をとりあ
ってまちづくりに励む若きパートナー」という視
点で接していただけると幸いです。

「地域活動への参加」記録カード
　中学生全員に「地域活動への参加」記録カード
を教育委員会より配付します。記録カードには保
護者や主催者等地域の大人から印（またはサイン）
をいただく欄があります。
　活動終了後、励ましの言葉とともに押印（また
はサイン）していただき、がんばった中学生を勇
気づけてください。皆様のあたたかい言葉かけで、
中学生たちは自己有用感を育てていきます。

自治会や育成会でも活躍の機会を
　昨年度は、自治会の奉仕活動やお祭り、育成会
行事の小学生支援などでも中学生が活躍しています。
地域活動に中高生を誘ってみてください。

発行　壬生町教育委員会事務局生涯学習課　（　0282-81-1873）

お知らせ
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始めよう！「カラダリフレッシュ」始めよう！「カラダリフレッシュ」始めよう！「カラダリフレッシュ」

ピラティス（水・金）10～11時（火・木・土）19～20時
ストレッチ筋トレ（木）10～11時（土）18～19時
自力セイタイ（土）10～11時（月）19～20時
ラテンダンス（火）10～11時（水）18～19時

（月・水・金）11～12時
（水・金）19～20時
（月・水）20～21時

●4種のエクササイズ（組み合わせ自由） ●ボールルームダンス
　（初めての方大歓迎）

ダンススタジオモリグチ　    0282－82－8852 壬生町至宝三丁目８－６（コープ近く）お申込み・お問合せ

今なら１回500円で最大２ヶ月間体験できます

（HPもご覧ください）http://www.dsmoriguchi.com

無料体験無料体験
まずは

から～
無料体験

男 子 の 部

男子シニアの部
女 子 の 部

優　勝　U・I・S
準優勝　男塾
優　勝　栃木シニア
優　勝　Ｊｕｍｂｌｅ

成　績
いわざきてつ や

うえ の のりあき

おおつかまさはる

きく ち はる か

男子優勝　Ｕ・Ｉ・Ｓのみなさん 男子シニア優勝　栃木シニアのみなさん 女子優勝　Ｊｕｍｂｌｅのみなさん

（代表　岩崎徹也）
（代表　植野憲昭）
（代表　大塚正春）
（代表　菊地陽香)

　関東・東北豪雨による災害の復興や被災者援助のために支援金をいただいておりましたが、
平成28年２月29日をもって受付を終了いたしました。 多くの皆様方から支援金をお寄せいただき、
謹んでお礼申し上げます。なお、義援金は、被災者の方々に配分させていただきました。

関東・東北豪雨災害支援金 ～ありがとうございました～～ありがとうございました～

三郎丸　昌行
栃木県義援金配分委員会事務局
壬生町おもちゃのまち自治会
壬生町緑町２丁目自治会
壬生町社会福祉協議会職員互助会
睦地区コミュニテｲ推進協議会
和野　恵一

20,000 
829,624 
15,600 
6,211 
10,758 
50,025 
100 

932,318 
札幌市中央区

連合栃木下都賀地域協議会
栃木照る照る坊主の会
和野　恵一
栃木県町村会（２県町村会分）
東京都大島町

お名前 お名前
○義援金 ○見舞金

合　　　計

合　　　計

ご住所 ご住所金額（円） 金額（円）
30,000 
20,000 

50 
125,000 
250,000 
425,050 

小山市
上三川町
札幌市中央区

※平成27年11月10日～平成28年2月29日受付分
（敬称は略させていただきます）

関東・東北豪雨災害支援金 ～ありがとうございました～

第3131回壬生町バスケットボール大会回壬生町バスケットボール大会第3131回壬生町バスケットボール大会回壬生町バスケットボール大会第31回壬生町バスケットボール大会
２月14日：壬生中体育館
　　21日：南犬飼中体育館
・男子の部12チーム
・男子シニアの部６チーム
・女子の部４チーム　参加

壬生町出身の粂川光男氏から母校に
200万円を寄附していただきました。

　上田出身で現在は埼玉県在住の粂川光男氏が４
月11日、役場を訪れ、野球部などの活動費や図書
の購入費用に充ててもらおうと、母校である南犬
飼中学校、壬生北小学校の両校長に100万円ずつ
合計200万円を手渡されました。
　氏は、昨年退職した後は、週３日程度実家を訪
れていますが、「散歩していると子供達が元気に
声をかけてくれ、とても嬉しい。後輩が、自分の
夢を膨らませられる機会をつくってもらえれば嬉
しいです。」と言われました。小菅町長からは「両
校にとって大変ありがたい支援。」とお礼の言葉
が述べられました。



戸崎裕司さん

　社会を構成する一人として、
今の社会をもっと豊かにし
ていきたいと考えています。
研修に参加して、自分が持
つ能力やリーダー性を向上
させたいと考えました。
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　１月23日、栃木県総合文化センターにおいて、ざぶん賞
北関東地区表彰式が開催されました。
　ざぶん賞事業とは、全国の小中学校を対象に、生命の源
である海や水に関する意識を高め、命や自然の大切さを考
えていただくことを目的とし、作文・詩・童話の優れた作
品にプロのアーティストがイラストや工芸作品に加え、一
つの芸術作品とする事業であります。
　平成27年度は、全国から過去最多の10,109件の応募があり、
その多数の応募の中から、栃木県では環境賞２点、文化賞
１点が選定され、糸岐優太さん（壬生小学校　受賞当時は、
４年生）の作文「まほうの水」が「文化賞」「壬生町長賞」
を受賞し、小菅一弥壬生町長からの表彰状を受けました。

　とちぎ次世代人材育成とは、次代の栃木県を担う人材（人
間性豊かで地域に貢献する実践的な若者・女性リーダー）
を育成するため、様々な研修を県と市町が共同で実施し
ている事業です。
　参加した戸崎裕司さんに、研修についてうかがいました。

　社会は「人同士が活かし合って」はじめて良くなる、
ということに気付くことが出来ました。
　研修最初の頃は「自分自身の資質の向上」がテーマで
したが、研修で与えられた全体リーダーという役割にし
たがい、個性豊かな参加者同士が良好な人間関係を築い
たり、研修に前向きに取り組めるようにする雰囲気づく
りをしたり、また、参加者がより良い研修成果が得られ
るような高い意識の醸成につとめたりする中で、「全体
が良くなれば、自分も『より』良くなれる」ということ
を実感することができました。

　ゆたかな社会とは、その地域に住む一人一人がもつ資
質（社会人であれば専門職業性）を最大限発揮できる環
境があり、「自分の能力は、社会が良くなるための役に
立っている」ことを実感できる社会です。
　しかし例え、ある個人の能力が優れていたとしても、
それを発揮する環境や場がととのっていなければ、地域
に還元される効果は限定的となり、社会はそれほど良く
なることはできません。
　私は今後、地域を構成する人それぞれが、教育や経験
によって獲得した特定の能力を、効果的に社会に還元で
きるよう、人と人、地域と地域をつなぐ「かすがい」の
ようになりたいと考えています。

糸岐優太さんが、糸岐優太さんが、ざぶん賞北関東地区表彰式でざぶん賞北関東地区表彰式で
「文化賞」「文化賞」「壬生町長賞」「壬生町長賞」を受賞しましたを受賞しました
糸岐優太さんが、ざぶん賞北関東地区表彰式で
「文化賞」「壬生町長賞」を受賞しました

とちぎ次世代人材づくり2015

○研修日程　平成27年７月12日～平成28年２月７日
○内　　容　「コミュニケーション・プレゼンテーション研修」
　　　　　　「まちづくりのための企画立案方法」
　　　　　　「地域における男女共同参画について」等

Ｑ：研修で得られたものはなんですか？ Ｑ：今後はどうしたいですか？

応募理由

研修報告

●●●● ●●●●



在宅医療講演会開催在宅医療講演会開催在宅医療講演会開催在宅医療講演会開催
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　高齢化が進むなか、老後や、終末期を住み慣れた家庭や地
域で安心して過ごせるよう、在宅医療について考えようとい
う講演会、「やっぱ在宅医療だんべぇ～在宅医療って何すっか、
知ってっけ～」が２月19日に保健福祉センターで開かれました。
この講演会は、町と県南健康福祉センターが開いたもので、
第１部ではとちぎ訪問看護ステーションみぶの藤田みかる所
長が「訪問看護の現場から」と題し講話を行い、「85歳を過
ぎると９割近い人が何らかの支援が必要になってくる。介護
する人に負担等がかかるから、自宅での療養は難しいと感じ
る人が多く、入院を選ぶ傾向にある。壬生町は、訪問看護師
を中心に、医師や介護士、ケアマネジャー等、多職種間の連
携がうまくはかれているなど、しっかりとした支援体制もあ
るから、安心して在宅医療を受けられる」と、参加者に呼び
かけました。また、第２部では、足利市出身で、とちぎ未来
大使でもある三遊亭歌橘さんが登壇。長寿や健康をテーマに
した小噺に、参加者たちは大きな声で笑い、「今日は勉強に
なりました。これでまた長生きできそうです」と話していま
した。ご参加いただきましたみなさん、ありがとうございま
した。
　町では、今後、広報みぶを通して、在宅医療等介護に関す
る情報を、発信していきたいと思っております。

　城址公園ホール（壬生中央公民館）と図書館で、
平成27年度コミュニティ助成事業によるバリアフ
リー化改修工事が完了しました。
　城址公園ホールでは、トイレの洋式化・小段差
の解消、東側通路のスロープ化及び手摺を設置し、
また、図書館では、階段に手すりの設置と多目的
トイレの改修等により、高齢者等に優しい施設に
改修しました。

※宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受
託事業収入を財源として実施しているコミュニテ
ィ助成事業（共生の地域づくり助成事業）の助成
金で整備しました。

城址公園ホール（壬生中央公民館）と図書館で
バリアフリー化を宝くじの助成金で実施しました!!
城址公園ホール（壬生中央公民館）と図書館で
バリアフリー化を宝くじの助成金で実施しました!!
城址公園ホール（壬生中央公民館）と図書館で
バリアフリー化を宝くじの助成金で実施しました!!
城址公園ホール（壬生中央公民館）と図書館で
バリアフリー化を宝くじの助成金で実施しました!!

城址公園ホール東側通路

図書館階段手すり 多目的トイレ

◎ポイント：売主に付き仲介手数料はかかりません。



　２月24日、壬生町消費者友の会（松本英子
会長）から「手製アクリルタワシ300個」の寄
附がありました。消費者友の会では、洗剤を使
わないアクリルタワシの使用をすすめ、環境と
人にやさしいエコを目指して、会員の皆さんの
協力により毎年寄附しているものです。
　アクリルタワシは、役場こども未来課、稲葉・
南犬飼出張所及び保健福祉センター窓口で、妊
娠届出をされた方にお渡ししています。

手製の手製の「アクリルタワシ」「アクリルタワシ」を寄附を寄附手製の手製の「アクリルタワシ」「アクリルタワシ」を寄附を寄附手製の手製の「アクリルタワシ」「アクリルタワシ」を寄附を寄附手製の「アクリルタワシ」を寄附
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　和太鼓づくりの職人として栃木県伝統工芸士認定を受けている安塚の小野　平弥さんが、
その技術の向上や後継者の育成などへの尽力が評価され、「平成27年度『伝統的工芸品産業
大賞』」の「作り手部門・功労賞」を受賞されました。
　また、元町の星秀男さんが、町で２人目の栃木県伝統工芸士として新たに認定されました。
　星さんは、日光山の神域境内の履物として造られた下駄と草履が一体化した「日光下駄」
の職人として、日光市外では初めての認定になります。
　伝統を受け継がれるお二人の、今後益々のご活躍が期待されます。

星 秀男 氏
店：てしごと屋 ひでお（定休日：不定休）
住所：壬生町元町19-17　電話：82-7453
　平成27年度に県伝統工芸士に認定された星さんは、自宅
工房で日光下駄と藍や柿渋などを使った草木染めの小物を
造られています。
　染物も手掛ける星さんならではの日光下駄を造られており、
下駄台に柿渋染め、藍染の鼻緒を使ったものもあります。
営むギャラリーは自宅の一角にあり、手作りされたこだわ
りの品々が、所狭しと並べられています。

壬生町消費者友の会
まつもとひで  こ

小野　 平弥 氏
店：小野　彌八商店(定休日：日・祝日)
住所：壬生町大字安塚960　電話：86-0037
　小野　さんは、神社仏閣の鳴物や祭太鼓として江戸時代
後期から伝えられている下野の和太鼓の作り手として、平
成17年に県伝統工芸士に認定されました。
　明治22年に創業して以来、120年以上続く伝統と技術を受
け継ぐ小野　さんが造る和太鼓は、平成26年度の「みぶブ
ランド」認定品に選ばれています。
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　町交通安全協会会長の田中作蔵氏が、1月15日に
東京日比谷公会堂にて開催されました「第56回交
通安全国民運動中央大会」において、多年にわた
り交通安全のため献身的な尽力や、交通事故の防
止と交通秩序の確立に貢献した功績が認められ、「交
通栄誉章緑十字銀章」を受賞されました。

田中作蔵氏が
「交通栄誉章緑十字銀章」受賞
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まだまだやりますよ！～「大人のラジオ体操の旅」
～ラジオ体操で健康長寿～～ラジオ体操で健康長寿～

　町では町民の健康寿命を延ば
すことを目的に、数々の事業を
行っています。
　H27年11月～H28年３月の間に
「大人のラジオ体操」が各地域
のお達者サロン等20か所をまわり、
運動の啓発を行いました。

第1111回
ＮＥＷストロベリーカップＮＥＷストロベリーカップ

第11回
ＮＥＷストロベリーカップ

　平成28年度は、自治会や地
域のグループを対象に「旅」を
続けます。ラジオ体操や健康講
話のご希望をお寄せください。

～ラジオ体操で健康長寿～
まだまだやりますよ！～「大人のラジオ体操の旅」まだまだやりますよ！～「大人のラジオ体操の旅」

【今後の予定】

◎問合せ先
町民生部健康福祉課健康増進係
　　　　８１－１８８５

優　勝　小松原博子・田島　章子組
準優勝　永山　弘美・堀越　和子組

成　績

２月17日（水）町総合運動場 テニスコート
参加者20組 40名

 こ まつばらひろ  こ       た じま     あき こ

ながやま　　ひろ み      ほりこし     かず こ

（　　　　　　　　　　　　　　）

優勝者　　小松原・田島組

１月19日　のぞみサロン
１月26日　万町お達者サロン

２月４日　東下台いきいきサロン

２月５日　駅東お達者サロン

２月23日　幸町1丁目お達者サロン ３月16日　町営ひばりが丘団地の皆さん２月10日　上田お達者サロン



※写真は左から小菅町長、木野内さん、黒子さん、阿部さん、小林本部長、関本会長
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土砂等の埋立てには許可が必要です土砂等の埋立てには許可が必要です

問い合わせ先 町民生部生活環境課環境保全係　　８１－１８３４

　土砂等の埋立て、盛土を行う場合、また、他の場所への搬出を行う
目的で土砂等のたい積を行う場合は、土砂等に汚染がないことを確認
するため許可申請をする必要がありますので、町民生部生活環境課ま
でお問い合わせください。

自衛隊入隊者激励会　３名の入隊者を激励自衛隊入隊者激励会　３名の入隊者を激励自衛隊入隊者激励会　３名の入隊者を激励自衛隊入隊者激励会　３名の入隊者を激励
　３月７日、今年の春に自衛隊へ入隊さ
れる阿部智也さん、黒子圭吾さん、木野
内彰太さん、３名の激励会が行われまし
た。
　激励会には、小菅町長、小林自衛隊栃
木地方協力本部長のほか、町自衛隊父兄
会からも関本会長、大橋副会長、刀川会
計理事が出席し、自衛隊での活躍を祈念
する激励の言葉をいただきました。
　また、小菅町長からは「挑」と書かれ
た直筆の色紙が、関本会長からは記念品
が贈られました。

うちしょう た

あ　 べ   とも    や                         くろ   こ   けい   ご                           き    の



壬生町交通安全母の会から
新小学１年生へ「愛の鈴」を贈呈！
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稲葉・羽生田小学校に「交通標識定規」の贈呈
壬生町交通安全協会　稲葉支部

　３月４日、壬生町交通安
全協会稲葉支部（鈴木岩夫
支部長）から、稲葉・羽生
田小学校へ「交通標識定規」
が贈呈されました。
　この定規は、両小学校に
入学する新１年生へ交通安
全の願いを込めて届けられ
ました。

　２月23日、壬生町交通安全協会女性部（高山祐子部

会長）から、町教育委員会に鉛筆の贈呈があり、その

後役員が各学校を訪問し寄贈しました。

　鉛筆には「てをあげて　おうだんほどうをわたりま

しょう」などの交通標語が添えられおり、新小学１年

生へ配られました。

交通安全協会女性部から新小学１年生へ鉛筆を贈呈！

　３月１日、壬生町交通安全母の会（大
垣光枝会長）から、町内各小学校に「愛
の鈴」が贈呈されました。

　この「愛の鈴」は、会員の皆
さんが、新小学校１年生の交通
安全を祈りながら、一つひとつ
丁寧に作成しました。その後御
琴神社において、交通安全祈願
を行ったうえ、新小学１年生に
届けられました。

たかやままさ こ

おお

がきみつ え

すず  き  いわ お
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新
し
い
論
語
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か
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、
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ぶ
ろ
ん
ご
 
こ
 
ぎ
じ
ゅ
く

 
し
 
 
 

い
わ
 
 
 
 
 

し
ん
 
 
 
 
 
 

わ
 
 
 

み
ち
 
 
 

い
つ
も
っ
 
 
 

こ
れ
 
 

つ
ら
ぬ

そ
う
 

し
 
 
 
い
わ
 
 
 
 
 
 

い
 
 
 
 

し
 
い

も
ん
じ
ん
 
 
 
 

と
 
 
 
 
 
い
わ
 
 
 
 
 

な
ん
 
 
 
 

い

そ
う
 

し
 
 
 
い
わ
 
 
 
 
 

ふ
う
 
 

し
 
 
 

み
ち
 
 
 
 
ち
ゅ
う
じ
ょ

【
五
四
】

　
子
の
曰
く
、
参
か
、
吾
が
道
　
一
以
て
之
を
貫
く
。

　
曾
子
の
曰
く
、
唯
。
子
出
ず
。

　
門
人
　
問
い
て
曰
く
、
何
の
謂
い
ぞ
や
。

　
曾
子
の
曰
く
、
夫
子
の
道
は
、
忠
恕
の
み
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
里
仁
第
四
）

先
生
が
言
わ
れ
た
。
「
参
（
曾
子
）よ
、
私
の
道
は
一
つ
の
こ
と
で
貫
か
れ
て

い
る
。」
曾
子
が
「
わ
か
り
ま
し
た
」
と
答
え
、
先
生
は
出
て
行
か
れ
た
。
他

の
門
人
が
尋
ね
た
。
「
何
の
こ
と
で
す
か
。」
曾
子
は
「
先
生
の
道
は
忠
恕
（
ま

ご
こ
ろ
と
思
い
や
り
）だ
け
な
の
で
す
。」
と
答
え
た
。
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てらうち  ゆ   な

寺内結菜ちゃん（H25.４.11生）
（安塚中央）

まつもとゆい か

松本唯花ちゃん
（H25.４.23生）

あや か

彩花ちゃん
（H27.10.８生）（虹の杜）

第30回町民剣道大会

小学１・２年生の部

優　勝　木野内　航聖（おもちゃのまち剣道教室）

準優勝　浅利　唯（おもちゃのまち剣道教室）

第３位　平川　諒（おもちゃのまち剣道教室）

第３位　米山　太陽（おもちゃのまち剣道教室）

小学３・４年生の部

優　勝　田上　一歩（おもちゃのまち剣道教室）

準優勝　山中　楓大（壬生町少年剣道教室）　　　　　

第３位　関　　絃登（壬生町少年剣道教室）　　

第３位　黒木　葵月（おもちゃのまち剣道教室）

小学５・６年生の部

優　勝　鷹箸　裕大（おもちゃのまち剣道教室）

準優勝　池田　慶太郎（おもちゃのまち剣道教室）

第３位　井上　みりり（おもちゃのまち剣道教室）

第３位　諏訪　兼大（壬生町少年剣道教室）

中学生男子の部

優　勝　井相田　歩夢（壬生中学校）

準優勝　仲山　璃玖（壬生中学校）

第３位　矢嶋　陸人（壬生中学校）

第３位　青木　徹大（南犬飼中学校）

中学生女子の部

優　勝　栃木　莉穂（壬生中学校）

準優勝　粂川　尚美（壬生中学校）

第３位　荒川　千尋（壬生中学校）

第３位　馬籠　由祐姫（南犬飼中学校）

２月28日：町総合運動場武道館　55名参加
成　績

各部門優勝者のみなさん　　後列左から井相田さん、栃木さん
　　　　　　　　　　　　　前列左から木野内さん、田上さん、鷹箸さん

 き   の  うち      こうせい

あさ り        ゆい

ひらかわ 　りょう

よねやま   　たいよう

 た  がみ   　いっ ぽ

やまなか   　ふう た

せき         　げん と

くろ き         あ   づ

たかのはし　ゆう と

いけ だ     　けい た  ろう

いのうえ

 す    わ    　けん た

  い   そ  だ     　あゆ  む

なかやま    　り   く

  や じま   　りく と

あお き    　 てつひろ

とち ぎ       　り   ほ

くめかわ   　なお  み

あらかわ    　ち  ひろ

  ま ごめ    　ゆ   う   き
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はる  と

遥大くん
（H17.９.６生）

まな  と

真大くん
（H20.１.３生）

さかもと あや と

坂本絢大くん
（H23.４.14生）
（安塚一）

かみなが  み   ゆ

神長心結ちゃん
（H24.３.10生）

えいしん

瑛心くん
（H27.４.24生）（上新町）

すず  き けいしん

鈴木啓心くん
（H27.４.３生）
（安塚三）

か とう  み ゆき

加藤美幸ちゃん
（H21.４.13生）
（東下台）

子持ち勾玉

『
子
持
ち
勾
玉
』

　
―
畑
の
耕
作
中
に
突
然
出
土
―

壬
生
古
墳
群
の
謎
４

地
域
に
眠
る
文
化
財
シ
リ
ー
ズ

　
壬
生
町
の
中
泉
地
区
、
国
谷
地
区
や
羽

生
田
地
区
の
畑
か
ら
は
、
「
子
持
ち
勾
玉
」

（
写
真
）と
呼
ば
れ
る
通
常
の
勾
玉
よ
り
大

き
な
石
製
の
も
の
が
出
土
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
現
在
ま
で
に
こ
の
地
区
か
ら
は

合
計
４
個
体
の
「
子
持
ち
勾
玉
」
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
勾
玉
は
側
面
に
小

さ
な
勾
玉
が
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
子

持
ち
勾
玉
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
出
土

す
る
こ
と
が
、
古
墳
と
か
住
居
跡
で
は
な

く
、
何
も
無
い
場
所
か
ら
突
然
出
土
す
る

が
多
い
よ
う
で
す
。
写
真
の
「
子
持
ち
勾

玉
」
も
中
泉
地
区
の
畑
か
ら
耕
作
中
に
出

土
し
た
も
の
で
す
。
全
長
が
約
 
　
、
厚

み
が
　
 
、
重
さ
が
3
5
0
g
あ
り
、
輝

緑
凝
灰
岩
と
言
わ
れ
る
県
内
で
は
出
流
・

三
峰
山
付
近
で
と
れ
る
石
で
作
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
勾
玉
は
、
そ
の
姿
が
母
親
の
お
腹
の
中

に
い
る
赤
ち
ゃ
ん
の
姿
に
似
て
い
る
こ
と

か
ら
人
の
「
再
生
」
を
意
味
し
て
い
る
と

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
諸
説
が
唱
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
「
子
持
ち
勾
玉
」
が
発
見
さ
れ

て
い
る
状
況
か
ら
、
村
の
広
場
か
山
林
に

作
ら
れ
た
お
祭
り
の
場
で
、
木
や
枝
に
吊

り
下
げ
ら
れ
て
使
わ
れ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
勾
玉
の
出
土
範

囲
も
壬
生
か
ら
宇
都
宮
の
南
部
地
区
に
限

ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　
古
墳
時
代
の
祭
祀
で
も
、
古
墳
で
行
な

わ
れ
る
祭
り
と
は
別
に
、
村
々
の
野
原
で

人
の
「
再
生
」
を
祈
る
よ
う
な
お
祭
り
が

行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
写
真
の
「
子
持
ち
勾
玉
」
と
国

谷
地
区
か
ら
出
土
し
た
「
子
持
ち
勾
玉
」

は
町
指
定
の
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま

す
。

cm

こ    

も        

ま
が
た
ま

12

cm
５



町公式WEBも見てね！
○C TOMYTEC
イラスト：みぶなつき

　ハイハイレースは、親子のコミユ二ケーション、お子
さまの成長過程を見守り、親御さんたちとの、交流の場
になれば、と考えて実施しています。ハイハイの時期は
短く、アッという間に過ぎ歩いてしまいますが、ハイハ
イで前にすすめれば参加できます。10組の親子が参加し
競いました。場所見知りをする子、泣き出す子、そっぽ
を向く子、ゴールに興味のない子、反対方向に進む子、
それぞれですが、どの子をとってもかわいく、ハイハイ
するお子さまの成長の記念になりました。エキサイトし
ていたのは、＊ママでしたよ＊

　３月12日土曜日に、子育て支援センターでベビ
ーマッサージを開催しました。
　14組の親子が参加し、パパやママの満面の笑み
に包まれて、肌と肌とのふれあいを通して親子の絆
をより一層深めました。気持ちよさそうにしている
赤ちゃんに愛撫し、しあわせな時間がゆっくりと過
ぎていきました。マッサージが終了した後に親同士
の交流の時間をとり、お子さんの成長の様子を話し
たりおしゃべりを楽しみました

表
紙
の
写
真

　
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
活
性
化
事
業
の
一
環
で
、
タ
レ
ン

ト
の
木
梨
憲
武
さ
ん
と
、
睦
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
清

掃
車
と
地
下
道
へ
の
ア
ー
ト
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
憧
れ
の
木
梨
さ
ん
と
一
緒
に
作
業
を
行
う
こ
と
が
出

来
て
、
子
ど
も
た
ち
も
嬉
し
そ
う
な
様
子
で
し
た
。

藤井小２年
鈴木　蒼空

藤井小５年
石川　智俊
いし かわ         ち  しゅん

す ず  き       そ   ら

●

軽
自
動
車
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
期
）

            

納
期
限
　
５
月
31
日

以下の方より、社会福祉に役立ててほしいと寄附
がありました。
石川県金沢市　　岡本孝二様  ……………1,000円
ストロベリー代表　石川弘子様  …………3,000円
南犬飼カラオケ愛好会会長　中川三　 …20,239円

子育て支援センター☆ひよこ

ハイハイレースハイハイレース 「育児「育児 B・G・M M 教室」教室」
ベビーマッサージ

「育児 B・G・M 教室」ハイハイレース


